
令和８年度 香川大学 解答 

〔Ⅰ〕選択問題 

 

  

 

     

 

 

 

 

 

                     ただし，(4)については解答しなくてよい。 
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〔Ⅱ〕選択問題 
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(2) 

(c)の回路の電池が並列に接続された内部抵抗による電圧降下は，AB 間の電流の半分

の電流がそれぞれ流れるため，電流の大きさは，(c)の回路の内部抵抗に流れる電流の

方が小さい。よって，電池の内部抵抗による電圧降下の大きさは(c)の回路の方が小さ

い。 

 

 

(3) 

(ⅰ) 

    1.2 〔Ω〕 

(ⅱ) 

    0.30 〔Ω〕 

(ⅲ) 

   導線でつなぐ 

 

 

(4) 

(ⅰ) 

    900 〔Ω〕 

(ⅱ) 

   何も入れない 

(ⅲ)  

    94 〔Ω〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〔Ⅲ〕選択問題 
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(3) 

 

670   〔Hz〕 

 

(4)      25.0 10    〔s〕 

 

(5)      5      〔m/s〕 



〔Ⅳ〕選択問題  
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(7） 

 ｓの範囲  
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(6) よ り ， ０ ≦ x  ≦ １ に 

お い て ， EXQ  が x   に 対 し 

て 常 に 増 加 す る と き 熱 
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ず れ も e  と な ら な い 。 



〔Ⅴ〕選択問題 

(1） 光子のエネルギー 
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電子の運動エネルギー

は最大となる。 


